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市民意向調査結果
市の財政状況
市民の声を計画に

安曇野日和
インタビュー 丸山敏文さん
生涯学習だより
健康と福祉
情報ボックス

2006.11.16

安曇野フェスタ写真館
10／７　スイス村サンモリッツ

◎ 特集 Photo Snap

トピックス

連載

11

安曇野フェスタ写真館
10／７　スイス村サンモリッツ

◎ 特集 Photo Snap



安曇野フェスタ
写真館

特集

Azumino�festa�photo�snap

よさこい 音・舞・乱・華�On-Buranka

穂高神社信濃雅楽会

田沢神明宮獅子舞保存会

よさこい�チームHORIGANE

田沢神明宮獅子舞保存会

よさこい ファイティング パキラ

　安曇野市が誕生し、1年がたちました。これを記念し、第1

回安曇野フェスタが10月7日（土）・8日（日）、安曇野スイス村

サンモリッツで開かれました。

　当日は、楽しいアトラクションや物産展などが催され、商

業、工業、文化など安曇野の魅力を発信しました。会場は連

日にぎわいを見せ、2日間の来場者数は約3万7,000人となり

ました。安曇野市の1周年は、熱い郷土愛に支えられ迎える

ことができました。

舞う

華やぐ

舞う

華やぐ

上長尾獅子舞保存会

正調安曇節の唄と踊り

上長尾獅子舞保存会

正調安曇節の唄と踊り

キッズダンスカンパニーキッズダンスカンパニー

安曇野市太鼓連盟



特別ゲスト 上松美香

　各地域の特産品や郷土芸能を、2日

間で一通り見ることができるのも、

このイベントの魅力です。

　地元特産品販売ブースでは、名産

のわさび漬けやそば打ちの無料体験、

地下水飲み比べ、安曇野産ブランド

の旬の農産物PR販売、そのほか秋の

味覚が楽しめる飲食コーナーなど、5

地域ごと自慢の特産品を出店。合併

により安曇野市の特産品も多種多様

になりました。

　ステージでは、地元太鼓の合同演奏、

正調安曇節、安曇野吹奏楽団、雅楽、

獅子舞、よさこい、早春賦大合唱のほ

か、「やさい王国」でおなじみユニット・

マイや市出身でアルパ奏者の上松美

香さんのライブなど、文化、芸能面で

も力強い、市の一面を紹介しました。

Azumino�festa�photo�snap

特別ゲスト 嘉門達夫

こども広場

農業委員会のそば打ち体験

三郷小学校合唱部

unit ＭＹ

憩う

集う

奏でる

憩う

集う

奏でる

バルーンアート

「欲しいひとー」「はーい」

足湯体験コーナーも登場

バルーンアート

「欲しいひとー」「はーい」

足湯体験コーナーも登場

コンサートホールは超満員コンサートホールは超満員

伊佐津さゆりジャズカルテット＋１伊佐津さゆりジャズカルテット＋１

県内外のおいしいものが集合

ＳＢＣラジオ 会場より生放送ＳＢＣラジオ 会場より生放送

早春賦コーラス松本音楽団

安曇野吹奏楽団
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市
総
合
計
画
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市
民
意
向
調
査
、
結
果
発
表

８
月
に
実
施
し
た
市
民
意
向
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
は
、安
曇
野
市
総
合
計
画
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
合
併
の
効
果
に
対
す
る
評
価
と

期
待
に
つ
い
て
は
�
合
併
後
1
年

弱
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
か
�

合
併
効
果
の
達
成
度
を
評
価
す
る

に
至
�
て
い
な
い
市
民
も
多
く
�

す
べ
て
の
事
項
に
関
す
る
平
均
で
﹁
分

か
ら
な
い
﹂
と
の
回
答
が
約
３
割

に
達
し
ま
し
た
�
こ
の
状
況
に
お

い
て
�﹁
行
政
窓
口
の
増
加
�
住
民

票
発
行
等
窓
口
サ
�
ビ
ス
の
向
上
﹂
�

﹁
旧
町
村
の
文
化
・
ス
ポ
�
ツ
施

設
等
の
有
効
活
用
や
相
互
利
用
﹂
�

﹁
町
や
村
か
ら
市
に
な
�
た
こ
と

に
よ
る
イ
メ
�
ジ
ア
�
プ
﹂
で
は
�

２
割
か
ら
４
割
程
度
の
達
成
評
価

が
得
ら
れ
ま
し
た
�

　
一
方
�
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
は
�

﹁
公
共
料
金
な
ど
住
民
負
担
の
軽

減
と
行
政
サ
�
ビ
ス
の
向
上
﹂
�
﹁
行

政
窓
口
の
増
加
�
住
民
票
発
行
等

窓
口
サ
�
ビ
ス
の
向
上
﹂
�﹁
道
路

や
公
共
施
設
の
効
果
的
な
整
備
な
ど
�

広
域
的
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
﹂
の
項
目
で
7
割
を
超
え
る

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
�



各
項
目
の
達
成
度
と
期
待
度
に

つ
い
て
�
ポ
イ
ン
ト
評
価
を
行
�

　た
と
こ
ろ
�
総
じ
て
達
成
度
は
低
く
�

期
待
度
は
比
較
的
高
い
評
価
で
し
た
�

こ
れ
を
も
と
に
Ｃ
Ｓ
分
析
︵
※
︶

を
行
�
た
と
こ
ろ
�
各
項
目
の
相

互
関
係
に
お
い
て
�
達
成
度
が
低
く
�

期
待
度
が
高
い
と
い
う
重
点
改
善

分
野
に
は
�
﹁
公
共
料
金
な
ど
住

民
負
担
の
軽
減
と
行
政
サ
�
ビ
ス

の
向
上
﹂
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市政トピックス

 安
曇
野
市
に
対
す
る
愛
着
度

 合
併
の
効
果

調　査　概　要

①調査 対 象

②配 布 方 法
③調 査 期 間
④有効回答数

18歳以上の市民の皆さん3,000人

（住民基本台帳から無作為抽出）

郵送による調査票の配布・回収

平成18年8月11日～8月28日

1,255票（有効回収率41.8％）

　
安
曇
野
市
で
は
�
市
の
目
指
す
べ

き
将
来
像
と
�
そ
の
実
現
に
必
要
な

諸
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る
﹁
安
曇

野
市
総
合
計
画
﹂
を
平
成
18
年
度
・

19
年
度
の
２
カ
年
で
策
定
し
て
い
ま

す
�

　
そ
こ
で
計
画
の
策
定
に
当
た
り
�

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
向
を
広
く
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
�
市
民
の
視
点
か
ら
市

政
の
課
題
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
施
策
を
洗
い
出
し
�
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
た
も
の
と
す

る
た
め
�
平
成
18
年
８
月
に
市
民
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
�



市
民
の
皆
さ
ん
に
は
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
�
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
�
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反

映
し
た
総
合
計
画
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
�

　
こ
の
た
び
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
�
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
�




　
安
曇
野
の
風
景
と
し
て
大
切
に
し

た
い
風
景
は
�
﹁
北
ア
ル
プ
ス
の
山

岳
風
景
﹂
が
8
割
を
超
え
�﹁
水
田
の

風
景
﹂
が
半
数
を
超
え
る
回
答
が
あ

り
ま
し
た
�
そ
の
安
曇
野
の
風
景
の

価
値
と
は
�
﹁
四
季
の
移
り
変
わ
り

を
感
じ
る
﹂
が
76
％
�﹁
気
持
ち
が

安
ら
ぐ
﹂
が
72
％
と
い
う
結
果
で
し

た
�



安
曇
野
の
風
景
を
守
る
た
め
の
規

制
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
�

全
体
の
86
％
の
人
が
﹁
何
ら
か
の
規

制
が
必
要
で
あ
る
﹂
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
�



安
曇
野
市
へ
の
今
後
の
居
住
意
向

は
�
全
体
の
約
7
割
の
人
が
﹁
こ
れ

か
ら
も
ず
�
と
市
内
に
住
み
続
け
た

い
﹂
と
回
答
�
逆
に
転
出
意
向
の
あ

る
人
の
そ
の
理
由
と
し
て
は
�﹁
交
通

や
買
い
物
の
不
便
さ
﹂
や
﹁
人
間
関

係
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
﹂
�﹁
老
後
へ
の

不
安
﹂
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
�

あなたは、安曇野市に愛着を感じていますか（1つに○）

感じている

（51.4％）

どちらかというと

感じていない

（5.3％）

感じていない

（4.0％） 無回答

（0.8％）

どちらかというと

感じている

（24.2％）

どちらとも

いえない（14.3％）

あなたは、今後も安曇野市に住み続けたいですか�（1つに○） 安曇野の風景として、あなたが大切にしたい風景は何ですか�（3つまで○）

今後の期待度は

できれば市外に

転出したい

（2.6％）

無回答

（0.3％）

分からない

（6.4％）
市外に転出したい

（0.6％）

これからもずっと市内

に住み続けたい

（72.6％）

当分は住み

続けたい

（17.5％）

0

20

10

60

50

40

30

70

80

90

（％）

無
回
答

特
に
な
し

そ
の
他

市
街
地
の
街
並
み

果
樹
、
畑

水
路
、
堰

屋
敷
林
の
点
在

農
家
住
宅
の
あ
る
集
落

河
川

道
祖
神

山
ろ
く

ワ
サ
ビ
田
︵
畑
︶

水
田

北
ア
ル
プ
ス
の
山
岳

0.51.40.62
9.610.811.513.9

17.8
20.9

26.526.7

54.8

84.8

37.1 26.8 6.5 12.7 10.0 6.8

38.6 30.3 6.0 7.6 10.5 7.1

38.8 26.4 7.6 10.0 10.0 7.1

44.3 26.9 6.4 6.99.06.5

41.5 26.0 6.6 8.0 11.5 6.5

50.1 22.1 6.3 6.75.98.9

46.1 21.8 5.1 11.7 9.7 5.7

40.0 26.5 6.5 8.4 11.5 7.2

45.0 22.2 6.1 8.1 12.4 6.2

34.4 31.1 6.5 6.5 9.112.4

39.8 30.8 6.5 9.6 7.1 6.3

財政規模拡大による施設整備
やプロジェクトの実施

広域的視点での
まちづくりの実現

旧町村の文化・スポーツ施設
等有効活用や相互利用

地域資源の連携による
観光・交流活動の活性化

安曇野市としての
一体感の醸成

行政窓口の増加、住民票発行
等窓口サービスの向上

体制の充実など多様で
高度な行政サービスの実現

公共料金など住民負担の
軽減と行政サービスの向上

行政経費の削減や
行財政運営の効率化

地域イメージ向上での
企業誘致、若者の定住促進

町や村から市になったことに
よるイメージアップ

（％）

期
待
し
て
い
る

や
や
期
待
し
て

い
る

や
や
期
待
し
て

い
な
い

期
待
し
て
い
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

※CS分析とは…
Customer Satisfaction分析の略称で顧客
満足と訳します。民間企業がマーケテ
ィング活動の一環で採用している分析
手法の一つで、本調査では民間企業を
自治体に置き換え、市民を顧客とし、
行政が実施する事業全般を顧客に対す
るサービス活動ととらえ、それに対す
る市民満足度を分析したもの。



� 11月号広報 �11月号広報

市政トピックス

 ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

 情
報
共
有

あなたの趣味やスポーツサークルを通じた地域活動への、現在の参加

状況や今後の意向について、お答えください（１つに○）

安曇野市では、協働のまちづくりを進めています。市政やまちづくりへの

参加に対するあなたのお考えはどうでしょうか（２つまで○） 

あなたは、市の行政に関する情報を何によって知ることが多いですか

（○はいくつでも）

あなたの居住する地域の環境保全や祭りなどの
地域活動、自治活動への、現在の参加状況や今後
の意向について、お答えください（1つに○）

　
市
政
に
対
す
る
関
心
に
つ
い
て
は
�

全
体
の
７
割
の
人
が
﹁
市
政
に
関
心

が
あ
る
﹂
と
の
回
答
で
し
た
�

　
そ
の
市
政
︵
施
策
︶
に
対
す
る
満

足
度
の
評
価
に
つ
い
て
は
�
す
べ
て

の
事
項
に
関
す
る
平
均
で
﹁
分
か
ら

な
い
﹂
と
の
回
答
が
３
割
を
超
え
�

理
解
度
や
関
心
の
低
さ
が
影
響
し
�

全
体
的
に
満
足
度
が
低
い
傾
向
で
し

た
�
こ
の
状
況
に
お
い
て
施
策
10
分

野
の
中
で
は
�﹁
都
市
基
盤
﹂
�﹁
環
境
﹂

の
満
足
度
が
比
較
的
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
�

　
一
方
�
今
後
の
重
要
度
が
高
か
�

た
分
野
は
�﹁
福
祉
﹂
�﹁
安
全
・
安
心
﹂
�

﹁
環
境
﹂
で
し
た
�

　
52
の
各
施
策
項
目
の
満
足
度
と
重

要
度
に
つ
い
て
�
ポ
イ
ン
ト
評
価
を

行
�
た
と
こ
ろ
�
総
じ
て
満
足
度
は

低
く
�
重
要
度
は
比
較
的
高
い
評
価

で
し
た
�
こ
れ
を
も
と
に
Ｃ
Ｓ
分
析

を
行
�
た
と
こ
ろ
�
各
施
策
項
目
の

相
互
関
係
に
お
い
て
�
満
足
度
が
低

く
�
重
要
度
が
高
い
と
い
う
重
点
改

善
分
野
に
は
次
の
13
施
策
が
分
類
さ

れ
ま
し
た
�

・
職
員
の
人
材
育
成

・
職
員
の
削
減
�
業
務
の
外
部
委
託

　
な
ど
に
よ
る
行
政
経
費
の
削
減
や

　
行
財
政
運
営
の
効
率
化

・
消
費
者
被
害
の
防
止
の
推
進

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
�
支
援

・
地
震
や
台
風
時
の
防
災
対
策
の
充

　
実

・
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
の
普
及

　
啓
発

・
保
育
サ
�
ビ
ス
や
子
育
て
相
談
な

　
ど
子
育
て
支
援
の
充
実

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
や
福
祉

　
サ
�
ビ
ス
の
充
実

・
障
害
者
の
就
労
支
援
や
福
祉
サ
�

　
ビ
ス
の
充
実

・
学
校
教
育
の
充
実

・
教
育
に
関
す
る
学
校
と
地
域
･
家

　
庭
の
連
携

・
学
校
教
育
施
設
の
整
備
促
進

・
子
ど
も
の
校
外
活
動
の
場
の
充
実

　
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
と
意
向

に
つ
い
て
は
�
ス
ポ
�
ツ
や
趣
味
関

係
で
の
参
加
が
あ
る
人
が
約
４
分
の

１
�
地
域
の
自
治
会
活
動
な
ど
へ
の

参
加
が
あ
る
人
が
約
４
割
で
し
た
�

今
後
の
参
加
意
向
が
あ
る
人
は
�
ス

市政に関する満足度【満足している＋やや満足している（上位５つ)】

市政に関する満足度【やや不満である＋不満である（上位５つ)】

上水道の安定供給

下水道の整備

予防接種や健康診断の充実

ごみ・し尿処理施設の整備

ごみの減量化やリサイクルの推進 44.1�

50.8

53

54.7

54.7

60.6

46.9

53.5

58

68

歩道や通学路の整備

生活道路の整備

新規企業の育成・支援策の充実

鉄道・バスなどの公共交通の整備

国道・県道など幹線道路の整備

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

0

10

20

30

25

40

35

50

45

（％）

5

15

無
回
答

無
回
答

そ
の
他

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

防
災
行
政
無
線

市
議
会
だ
よ
り

掲
示
板
・
回
覧
板

広
報
あ
づ
み
の

そ
の
他

グ
ル
ー
プ
で
市
政
へ
の
提
言
や

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
し
た
い

市
長
と
の
懇
談
会
な
ど
の
機
会

が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

市
の
行
政
に
関
す
る

情
報
は
得
て
い
な
い

市
の
窓
口
や
担
当
課

を
通
じ
て

市
議
会
議
員
や
市
役

所
職
員
の
話

民
生
児
童
委
員
や

自
治
会
・
町
内
会

家
族
や
知
人
・

近
所
の
人
の
話

新
聞
の
地
域
版
・

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

個
々
で
市
政
へ
の
提
言
や
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
た
い

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
や
議
会
に

任
せ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
っ
て
意
見
を
述
べ
た
い

地
域
で
の
活
動
を
通
じ
て
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
た
い

42.3

86.7

45.0 44.0
37.5

30.4
25.3

9.1 5.6 5.1 2.5 0.6 1.4 2.1

21.0 20.6 19.4 17.8

5.6
3.3

7.1

0

20

10

40

30

60

50

80

100
（％）

70

90

無回答

（15.9％）

現在参加して

いるが、今後

はやめたい

（1.4％）

無回答

（3.7％）

現在参加して

いるが、今後

はやめたい

（7.1％）

現在参加して

おり、今後も

参加したい

（32.8％）

現在
参加して

いないが、今後
は参加したい
（20.7％）

現在参加して

おらず、今後

も参加しない

（23.5％）

現在参加して
おり、今後も
参加したい
（22.8％）

現在参加して

いないが、今後

は参加したい

（34.3％）

現在参加して

おらず、今後

も参加しない

（37.8％）

 市
政
に
関
す
る
関
心
と
満
足
度

ポ
�
ツ
や
趣
味
関
係
で
は
６
割
近
く

に
達
し
�
地
域
の
自
治
会
活
動
な
ど

で
の
分
野
も
約
半
数
と
な
�
て
い
ま

し
た
�

　
参
加
継
続
意
向
の
理
由
と
し
て
は
�

﹁
み
ん
な
で
集
ま
�
て
活
動
す
る
こ

と
が
楽
し
い
か
ら
﹂
が
35
％
で
最
も

回
答
が
多
く
�
一
方
�
参
加
し
た
く

な
い
理
由
で
最
も
多
か
�
た
の
は
�

﹁
時
間
が
な
い
か
ら
﹂
と
い
う
理
由

で
�
23
％
で
し
た
�

�
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
�
４
割

を
超
え
る
人
が
﹁
地
域
で
の
活
動
を

通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
参
加

し
た
い
﹂
を
選
択
し
て
い
ま
す
�

　
行
政
情
報
の
共
有
に
関
し
て
は
�

そ
の
情
報
を
入
手
す
る
媒
体
と
し
て
�

約
87
％
の
人
が
﹁
市
報
︵
広
報
あ
づ

み
の
︶
﹂
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
�

　
必
要
と
す
る
行
政
情
報
と
し
て
回

答
が
多
か
�
た
の
は
�﹁
医
療
・
保

健
な
ど
の
健
康
に
関
す
る
情
報
﹂
で
�

全
体
の
６
割
近
く
の
人
が
望
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
�
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安
曇
野
市
の
平
成
17
年
度
財
政
状

況
を
企
業
会
計
的
な
観
点
で
と
ら
え

る
た
め
に
�
総
務
省
基
準
に
従
�
て

普
通
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
�
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
�
さ
ら

に
一
会
計
年
度
に
お
け
る
一
般
的
な

行
政
活
動
か
ら
得
た
資
金
の
流
れ
を

見
る
た
め
の
キ
�
�
シ
�
・
フ
ロ
�

計
算
書
も
作
成
し
て
�
現
行
の
会
計

方
式
で
は
で
き
な
い
�
よ
り
多
面
的

な
財
政
分
析
を
行
い
ま
し
た
�

　
従
来
の
単
年
度
の
決
算
書
で
は
表

せ
な
か
�
た
﹁
今
ま
で
に
建
設
さ
れ

た
施
設
�
購
入
し
た
土
地
﹂︵
資
産
︶
�

﹁
そ
れ
に
係
る
借
入
金
﹂︵
債
務
︶
な

ど
の
財
務
情
報
を
と
ら
え
た
報
告
書

が
バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
で
す
�

　
安
曇
野
市
の
資
産
は
1
�
3
6
1

億
円
で
�
内
訳
は
負
債
が
4
2
2
億

円
�
正
味
資
産
︵
市
税
な
ど
の
資
金
�

国
・
県
の
補
助
金
で
取
得
済
み
の
資

産
︶
が
9
3
9
億
円
と
な
�
て
い
ま

す
�
ま
た
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
資
産
は
約
1
4
1
万
円
で
�

負
債
が
約
44
万
円
�
正
味
資
産
は
約

97
万
円
で
す
�
市
の
総
資
産
の
う
ち

約
７
割
が
こ
れ
ま
で
に
取
得
さ
れ
て

お
り
�
残
り
3
割
が
返
済
義
務
を
負

う
借
入
金
で
す
�

　
バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
が
昭
和
44
年
度

以
降
の
資
産
�
負
債
な
ど
の
状
況
を

表
す
報
告
書
で
あ
る
の
に
対
し
�
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
で
は
﹁
一
会
計
年

度
に
実
施
さ
れ
た
資
産
形
成
に
つ
な

が
ら
な
い
行
政
活
動
︵
人
的
サ
�
ビ

ス
や
給
付
サ
�
ビ
ス
な
ど
︶
に
か
か

る
費
用
﹂
を
示
し
て
い
ま
す
�
民
生

費
が
74
億
円
と
突
出
し
て
い
る
の
は
�

生
活
保
護
費
や
医
療
給
付
費
な
ど
人

的
・
給
付
サ
�
ビ
ス
が
他
の
費
目
よ

り
も
大
き
な
ウ
�
イ
ト
を
占
め
て
い

る
か
ら
で
す
�

　
キ
�
�
シ
�
・
フ
ロ
�
計
算
書
は

資
金
の
流
れ
�
つ
ま
り
一
会
計
年
度

に
お
け
る
資
金
の
増
加
�
減
少
を
表

示
し
た
も
の
で
す
�
こ
の
計
算
書
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
�
行
政
活
動

︵
施
設
の
維
持
管
理
�
給
付
サ
�
ビ

ス
な
ど
経
常
的
な
活
動
︶
�
投
資
活

動
︵
有
形
固
定
資
産
の
取
得
・
売
却
�

基
金
の
積
立
・
取
り
崩
し
な
ど
資
産

形
成
に
か
か
る
活
動
︶
�
財
務
活
動

︵
地
方
債
の
発
行
・
償
還
な
ど
︶
に
お

け
る
資
金
調
達
の
源
泉
と
そ
の
使
途

が
明
確
に
な
り
�
地
方
公
共
団
体
経

営
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
�



　
平
成
17
年
度
の
キ
�
�
シ
�
・
フ

ロ
�
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
�
て
い
ま
す

が
�
そ
の
原
因
は
積
極
的
な
投
資
活

動
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
�

不
足
に
な
�
た
資
金
に
つ
い
て
は
歳

計
現
金
と
�
財
政
調
整
基
金
�
減
債

基
金
で
補
�
て
い
ま
す
�
キ
�
�
シ

�
・
フ
ロ
�
の
マ
イ
ナ
ス
が
単
年
度

で
あ
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
�

こ
れ
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
投
資
活

動
を
控
え
る
必
要
が
生
じ
ま
す
�

財 政

人 に か か る コ ス ト

物 に か か る コ ス ト

移 転 支 出 的 コ ス ト

そ の 他 の コ ス ト

行政コスト計 a

構 成 比

総 額

59

112

88

11

270

－

構成比

22.0％

41.5％

32.5％

4.0％

－

－

総務費

22

18

5

0

45

16.7％

民生費

14

17

43

0

74

27.4％

衛生費

4

9

15

0

28

10.4％

4

20

6

0

30

11.1％

土木費

3

18

5

0

26

9.6％

教育費

7

22

3

0

32

11.9％

その他

5

8

11

11

35

12.9％

使用料・手数料等  b

国 庫（ 県 ）支 出 金   c

一 般 財 源 d

収 入(b+c+d) e

正味資産国庫(県)支出金償却額 f

期 首 一 般 財 源 等

一般財源等増減額(e+f-a)

期 末 一 般 財 源 等

17

23

220

260

6

748

△ 4

744

－

－

－

－

－

－

－

－

2

2

10

16

2

0

1

1

0

0

1

0

1

4

〔単位：億円〕

農林水
産業費

〔収入項目〕

対象期間は平成17年4月1日～平成18年3月31日

（単位：億円）

区    分 金 額

１．行政活動によるキャッシュ・フロー

２．投資活動によるキャッシュ・フロー

３．財務活動によるキャッシュ・フロー

４．現金及び現金同等物の増減額（１～３の計）

５．現金及び現金同等物の繰越残高

６．現金及び現金同等物の年度末残高

  （内訳）

    財政調整基金

    減債基金

    歳計現金

82

△89

△  6

△13

61

48

27

11

10

貸 借 対 照 表（バランスシート） （平成18年3月31日現在）（単位：億円）

たい しゃく たい しょう ひょう

流動資産4.2％

投資等6.5％

流動負債2.7％

固定負債28..3％

正味資産69.0％

有形固定資産
89.3％

借�方 貸�方

借   方 貸   方

〔資産の部〕

１．有形固定資産

 （うち土地）

２．投資等

  (1) 投資及び出資金

  (2) 貸付金

  (3) 基金

  (4) 退職手当組合負担金

３．流動資産

  (1) 現金・預金

  (2) 未収金

資産合計

1,216

314

89

17

2

57

13

56

48

8

1,361

〔負債の部〕

１．固定負債

   (1) 地方債

   (2) 債務負担行為

   (3) 退職給与引当金

   (4) その他

２．流動負債

 負債合計

〔正味資産の部〕

 正味資産合計

386

317

0

69

0

36

422

939

1,361

かり かた かし かた

行政コスト計算書

キャッシュ・フロー計算書

対象期間平成17年4月1日～平成18年3月31日

市政トピックス

市の財政状況
市の17年度財政状況を企業的観点でとらえるため、
バランスシート、行政コスト計算書、キャッシュ・フロー計算書を作成し、
多面的な財政分析を行いました。

バランスシート、行政コスト計算書、キャッシュ・フロー計算書でみる

貸
借
対
照
表

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

人
的
・
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
費
用

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

一
会
計
年
度
の
資
金
の
増
減

キ
ャ
ッ
シ
ュ
･
フ
ロ
ー
計
算
書
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市
民
検
討
委
員
会
・
公
聴
会
・
市
民
会
議

市
民
の
声
を
計
画
に

本
年
度
は﹁
計
画
元
年
﹂。各
分
野
で
の
計
画
策
定
過
程
に
お
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
委
員
会
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

土
地
利
用
規
制
の
統
一
を
目
指
し

市
民
検
討
委
員
会
発
足

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
︵
仮
称
︶

委
員
会
が
公
聴
会
開
催

市
総
合
計
画
策
定
の
た
め

安
曇
野
市
民
会
議
開
催

　
土
地
利
用
規
制
の
統
一
に
向
け
た

﹁
都
市
計
画
に
関
す
る
土
地
利
用
市

民
検
討
委
員
会
﹂
の
初
会
合
が
10
月

26
日
�
堀
金
総
合
支
所
で
開
か
れ
ま

し
た
�

　
こ
の
委
員
会
は
�
大
学
教
授
ら
で

構
成
す
る
﹁
土
地
利
用
構
想
調
査
専

門
委
員
会
﹂
の
提
言
を
も
と
に
�
市

民
の
暮
ら
し
の
目
線
や
各
分
野
の
視

点
か
ら
議
論
を
深
め
�
平
成
20
年
前

半
を
め
ど
に
方
針
を
ま
と
め
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
�

　
こ
の
日
は
�
検
討
の
進
め
方
や
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
と
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
�

　
市
で
は
�
来
年
２
月
に
は
地
域
別

懇
談
会
を
開
催
し
�
委
員
会
の
検
討

内
容
や
�
ア
ン
ケ
�
ト
調
査
の
報
告

を
し
な
が
ら
�
広
く
市
民
の
意
見
を

求
め
る
予
定
で
す
�

　
市
交
流
学
習
セ
ン
タ
�
施
設
検
討

委
員
会
は
�
図
書
館
を
核
と
し
た
複

合
型
生
涯
学
習
施
設
︵
仮
称
・
交
流

学
習
セ
ン
タ
�
︶
の
望
ま
し
い
在
り

方
に
つ
い
て
�
検
討
し
た
報
告
書
の

案
を
基
に
市
民
の
意
見
を
広
く
聞
く

公
聴
会
を
�
10
月
20
日
に
穂
高
会
館

で
�
22
日
に
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
�
ル

で
開
催
し
ま
し
た
�
委
員
会
で
は
�

公
聴
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
て
ま
と

め
た
最
終
報
告
書
を
11
月
中
に
提
出

す
る
予
定
で
す
�

　
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
�

地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
方
法
な
ど

を
市
民
が
検
討
す
る
﹁
安
曇
野
市
民

会
議
﹂
の
初
会
合
が
10
月
15
日
�
堀

金
総
合
支
所
で
開
か
れ
ま
し
た
�

　
こ
の
会
議
は
公
募
を
含
め
た
市
民

55
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
�
参
加

者
は
�
市
民
環
境
や
健
康
福
祉
な
ど

６
つ
の
テ
�
マ
に
分
か
れ
て
検
討
を

行
い
�
年
内
に
﹁
市
長
へ
の
提
言
﹂

と
し
て
意
見
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
�

　
こ
の
日
は
�
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
形

式
で
﹁
安
曇
野
市
の
良
い
点
�
悪
い

点
﹂
を
テ
�
マ
に
�
課
題
の
洗
い
出

し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
�

活発な意見が交わされた公聴会
（写真上）、まちづくりの具体的な
提案を目指す市民会議（写真下）。

土地利用市民検討委員会は、農業、商工業、行政などの
分野から公募も含め、28人で構成。

　
前
号
で
報
告
い
た
し
ま
し
た
ク
ラ

ム
ザ
�
ハ
訪
問
に
先
立
ち
�
ス
イ
ス

の
サ
�
ス
フ
�
�
を
訪
ね
ま
し
た
�

　
ス
イ
ス
西
南
部
�
マ
�
タ
�
ホ
ル

ン
と
背
中
合
わ
せ
の
谷
の
最
奥
部
に

あ
り
�
周
囲
を
13
峰
の
４
�
０
０
０

㍍
級
の
山
と
氷
河
に
囲
ま
れ
た
標
高

1
�
８
０
０
㍍
�
人
口
１
�
７
０
０
人

の
村
で
す
が
�
世
界
的
な
ス
キ
�
の

メ
�
カ
�
リ
ゾ
�
ト
地
と
し
て
有
名

で
�
年
間
を
通
し
て
観
光
客
が
絶
え

ま
せ
ん
�

　
環
境
に
厳

し
い
村
と
し

て
も
世
界
的

に
有
名
で
�

50
年
前
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
車

乗
り
入
れ
禁

止
の
条
例
を
制
定
�
建
築
基
準
も
ス

イ
ス
で
最
も
厳
し
い
規
制
を
持
ち
�

不
動
産
売
買
許
可
も
投
機
を
避
け
る

た
め
�
最
大
限
の
制
限
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
�
ほ
か
の
ス
イ
ス
の
山
岳

リ
ゾ
�
ト
に
比
べ
か
な
り
の
伝
統
的

な
山
村
の
風
情
を
と
ど
め
て
い
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
地
で
す
�
﹁
低
エ

ネ
ル
ギ
�
消
費
﹂
を
促
進
す
る
と
と

も
に
�
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
や
ゴ
ミ
の

発
生
抑
制
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
�
自
然
環
境
保
全
に
対
す
る
姿

勢
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
地
で
も
あ

り
ま
す
�

　
一
方
で
自
然
を
最
大
限
に
利
用
し

た
観
光
産
業
の
発
展
に
極
め
て
積
極

的
で
�
自
然
に
配
慮
し
た
開
発
を
着
々

と
進
め
て
い
ま
す
�
村
に
は
５
本
の

ロ
�
プ
ウ
エ
�
が
あ
り
ま
す
が
�
メ

�
ン
は
村
の
正
面
に
そ
び
え
る
ア
ラ

リ
ン
ホ
ル
ン
︵
４
�
０
２
７
㍍
︶
の

直
下
に
向
け
て
�
３
�
０
０
０
㍍
地

点
ま
で
ロ
�
プ
ウ
エ
�
�
地
下
鉄
で

さ
ら
に
５
０
０
㍍
登
�
た
と
こ
ろ
に
�

回
転
レ
ス
ト
ラ
ン
つ
き
の
大
き
な
施

設
が
あ
り
�
観
光
客
�
ス
キ
�
ヤ
�

や
ボ
�
ダ
�
�
登
山
者
な
ど
で
に
ぎ

わ
�
て
お
り
�
氷
河
の
中
に
造
ら
れ

た
美
し
い
美
術
館
も
印
象
的
で
し
た
�

施
設
の
中
で
は
熱
の
有
効
利
用
や
節

水
型
ト
イ
レ
�
廃
棄
物
を
極
力
少
な

く
す
る
工
夫
な
ど
多
く
の
新
し
い
試

み
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

　
3
年
ほ
ど
前
�
安
曇
野
の
景
観
に

感
動
し
た
サ

�
ス
フ
�
�

の
観
光
局
長

ブ
�
マ
ン
氏

の
訪
問
を
受
け
�

新
市
誕
生
後
�

す
ぐ
に
ツ
�

ブ
リ
�
ケ
ン

村
長
連
名
に
て
交
流
の
申
し
込
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
�

　
今
回
は
サ
�
ス
フ
�
�
の
役
場
の

方
々
を
交
え
�
情
報
交
換
を
し
�
今

後
環
境
な
ど
を
テ
�
マ
に
お
互
い
に

交
流
の
機
会
を
と
ら
え
る
よ
う
努
め

る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
�

　
環
境
�
観
光
な
ど
関
心
が
あ
る
方

の
サ
�
ス
フ
�
�
訪
問
を
期
待
い
た

し
ま
す
�
先
方
と
の
仲
介
役
を
お
引

き
受
け
い
た
し
ま
す
�

ス
イ
ス   

サ
ー
ス
フ
ェ
ー
を
訪
ね
て

安
曇
野
市
長  

平
林 

伊
三
郎

自
然
を
保
全
し
な
が
ら
観
光
を
進
め
る
村

市政トピックス

②

③

④④

①

1．サースフェー村入り口。われわれを歓
　迎して日の丸が張られていました。
2．サースフェー村の家並み。
3．氷河の側を走るロープウエー。
4．施設内のシステムについて説明を受
　ける。右から3人目がブーマン氏。

標高3,500㍍地点、回転レストランの外からアラリンホルン
を臨む。リフト付きのスキー場が広がる。

サースフェー村の中心部。ほとん
どがホテルのテラスは美しい花で
飾られています。通りは清潔感が
あふれていました。



上・下水道
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「国民保護法」 を知ってますか？

市の役割は？

市政トピックス

水害からまちを守るため、総合水防訓練

上・下水道の健全運営と料金改定の必要性の検討がスタート

男女共同参画計画策定と計画の推進に取り組む

　安曇野市となって初めての全市的な防災訓練とな

る総合水防訓練が10月22日、明科の御宝田多目的グラ

ウンドで行われました。

　この日は、職員や消防団員、地域住民など約350人が

参加。今年7月の豪雨災害の教訓をもとに、情報収集伝

達訓練、避難訓練、消防団による水防訓練などが行わ

れました。平林市長は「訓練を実のあるものにするため、

絶えず反省し、見直しながら市民の生命・財産を守る

ために危機意識を高めていきたい」とあいさつしました。

　上・下水道の健全運営と料金改定の必要性について

それぞれの運営協議会に諮問が行われました。

　水道事業運営審議会の初会合は9月25日に行われ、

会長に平林茂寿さん（豊科）、副会長に加々美圭子さん

（明科）が選出されたました。また、公共下水道事業運

営審議会は10月27日に開かれ、会長に青嶋智隆さん（豊

科）、副会長に大谷孝由さん（穂高）が選出されました。

両協議会は、現在、地域ごとに不均一になっている各

料金体系の統一に向けた検討を始めました。

　安曇野市男女共同参画社会形成推進委員会の初会

合が10月13日、豊科総合支所で開かれました。

　同委員会は、今後、市の男女共同参画計画等の策定

と計画推進に取り組みます。この日は、平林市長から

19人の委員に委嘱書が交付されたほか、会長に山田安

子さん（堀金）、副会長に内田昭三さん（豊科）が選出さ

れました。今後は、市民意識調査を行い、平成19年度中

の計画策定を目指して検討を行う予定です。

水防訓練では、土のう作りや堤防を守るシート

張り工法を学んだ

公募委員4人を含む19人の委員に委嘱書が手渡される

公共下水道事業運営審議会の青嶋会長に

諮問書を手渡す平林市長

武力攻撃などから「国民の生命・身体・財産」を保護するための3つの柱

　平成16年9月に施行された国民保護法は、正式名称「武力攻撃事態等における国民の保護のた

めの措置に関する法律」と言います。これは、武力攻撃や大規模テロなどから「国民の生命・身体・

財産」を守り、国民生活や国民経済に与える影響が最小となるように、国や県、市町村などの役割

を定めた法律です。

　有事における市の役割は、国からの警報などの通知を県を経由して受けた場合に住民に伝達

していくこと、避難指示があったときは直ちに避難実施要領に従い、避難住民を誘導すること、

住民の安否情報や被災情報を収集することなどが主なものです。

　市では、国民保護法に基づき「安曇野市国民保護計画」を作成します。この計画は、安曇野市国

民保護協議会を開催し、広く住民の意見を聞いて作成します。

避　難 救　援 被害の最小化武力攻撃に伴う

　武力攻撃などが迫った場合、国は警

報を発令します。また、国から避難措

置の指示を受けた知事は、市町村長を

経由して、住民に避難の指示を行いま

す。市町村長は、消防などを指揮し、

住民の避難誘導を行います。

　避難住民や被災者の救援は、県が中

心となって、市町村や日本赤十字社な

どと協力して行います。

　国、県、市町村が協力して、武力攻

撃に伴う被害をできるだけ小さくする

ために必要な措置を行います。

国

県

市
町村

◎避難所の設置

◎食品・飲料水の提供

◎被服・寝具などの

   生活必需品の提供

◎医療活動  など

警報の発令

警報の通知

住民への伝達

避難措置の指示

避難の指示

住民の避難誘導

生活関連等施設（ダム、鉄道など）の安

全の確保、警備の強化、立入制限など。

危険物、毒物、劇物、高圧ガスなどの取

扱所での製造などの禁止・制限など。

警戒区域の設定、区域内への立入制限

および禁止、退去命令。

消火、救急および救助の活動。

指定公共機関・指定地方公共機関
（日本赤十字社、放送・運送・電気・ガス事業者など）

救援への協力、警報などの放送、避難住民や緊急物資の運送、
電気・ガスの安定的な供給などを行います。

 国民の協力

　国民保護法では、住民の避難

誘導や被災者の救援などについて、

国民が協力するように努めるこ

とを定めています。こうした協

力は、国民の自発的な意思に委

ねられるもので、その活動にあ

たっての安全確保が十分に配慮

されることになっています。

■問い合わせ　豊科総合支所内総務部危機管理室（TEL 72・3111　FAX 72･8340）

防　災

男女共同参
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PETで花を咲かそう

　安曇野競馬愛好会が主催する第 38回安

曇野市観光草競馬が10月 14日、穂高牧に

ある西部スポーツゾーン牧運動場で開催さ

れました。

　この日は、市内や県内外から競走馬やポ

ニーなど約60頭が出場しました。秋空の下、

競走馬はスピード感のあふれる迫力ある走

りで、ポニーはかわいらしい走りで観客を

魅了しました。多くの家族連れなどでにぎ

わった会場からは、レースごとに大きな声

援が送られていました。

　安曇野市になって初めての地域運動会が

10月15日、豊科・三郷・堀金・明科の4地

域で行われました。

　このうち明科の龍門渕公園運動広場で行

われた明科市民体育祭には、子どもからお

年寄りまで約1,300人が参加して、心地よ

い汗を流しました。かけっこや大玉送り、

綱引きのほか、分館対抗の競技なども行われ、

選手たちには大きな声援と拍手が送られて

いました。

　なお、22日には穂高地域の運動会が穂高

東中学校で行われました。

　ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）素材を

再利用した花の飾り物ペットフラワー教室が 10

月19日、穂高南小学校で行われました。

　この日は、１学期からごみや環境について勉強

を続けてきた同校４年生が、ペットフラワー作り

を体験しました。花の部分は、卵パックの膨らん

だところを切り取り色を付け、アルコールランプ

の熱で柔らかくし整形します。熱でＰＥＴ素材が

クニャリと変形する様子に、子どもたちは興味津々

でした。小笠原教明校長は、「普通なら捨ててし

まう物でも工夫次第で再利用できると知ることで、

物を大事にする気持ちや環境を守ろうという意識

につながるのでは」と話していました。

　第11回ほりがね特産祭りが10月29日、旬の味

ほりがね物産センターで行われました。

　この日は、堀金特産のきびを使ったもちつき大会、

紅白のもち投げ、太巻きずし作り、今が旬の地元

農産物や友好交流都市である神奈川真鶴町の海産

物などの販売も行われました。このほか、unitMy

（ユニットマイ）と市内の小学生で構成するひまわ

りキッズのステージも行われ、会場を盛り上げま

した。太巻き作りでは、参加者全員が息を合わせ

てのりを巻き、約14㍍の太巻きずしを完成させま
した。会場には大勢の人が訪れ、秋の味覚を満喫

していました。

　安曇野アートリレー（同実行委員会主催）

のオープニングイベントが 10 月 28 日、

豊科の法蔵寺で行われました。

　安曇野アートリレーは、市内の寺など5

会場で一斉に開かれる美術展で、市の誕

生1周年を記念し、5つの地域の人々の心

をひとつに結ぶ心の原画風景探しの場と

して市民など約50人でつくる実行委員会

が中心となり、今回初めて企画しました。

　この日は、「志多ら」による和太鼓の演

奏のあと、出展者や地域史研究家らによ

るパネルディスカッションが行われました。

実行委員長の中島大道さんは「限られた

場所でなく、心の地図をたどるような場

所でやることができた。感無量です」と

あいさつしました。

　この催しは、11 月５日まで開催され、

安曇野　橋節郎記念美術館と三郷貞享義

民記念館では、木彫教室や石彫教室も行

われました。

　さわやかな秋空のもと、安曇野を駆け抜

ける安曇野マラソンとアップルマラソンが

多くのランナーが参加して行われました。

　10月22日に穂高の牧運動場とその周辺

で行われた第23回安曇野マラソンには、

市内外から約400人が参加。距離や年齢、

男女別など16の部門に分かれて、健脚を

競いました。（写真下）

　また、11月5日に三郷の小倉グラウンド

を発着点として行われた第20回アップル

マラソンin安曇野には、市内外から約

1,300人が参加。赤く色づき収穫を待つり

んご畑の中を選手は走り、心地良い汗を流

しました。（写真上）

　なお、両大会は、今年で終了となり、今

後は市として新たなイベントを企画する予

定です。

10/19��穂高南小�ペットフラワー教室

ながい太巻きずしが完成
10/29��ほりがね特産祭り

秋風に吹かれ快走
10/8��安曇野マラソン 11/5��アップルマラソン

迫力のレースに大歓声
10/14��第38回�観光草競馬大会

心地良い汗を流す
10/15・22� �5地域で市民運動会

5会場で一斉に美術展
10/28��安曇野アートリレー

し　　だ

だい どう



�歌集の題名にもなった文集。丁寧に手作りで作成した。
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教
え
子
と
共
に

丸
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敏
文
さ
ん
︵
96
歳
・
堀
金
三
田
︶
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は
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分
の
生
活
の
一
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と
し
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溶
け
込
ん
で
い
ま
す
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表
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え
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。

ま
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も
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作
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は
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る
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昭
和
62
年
に
第
１
歌
集
「
芽
生
」
を
出
版

し
て
か
ら
４
つ
の
歌
集
を
作
成
し
、
現
在
も

歌
誌
『
露
草
』
の
代
表
を
務
め
る
丸
山
敏
文

さ
ん
。
近
日
出
版
予
定
の
第
５
歌
集
「
道
」

を
校
正
中
の
と
こ
ろ
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
喜
寿
を
過
ぎ
て
か
ら
、

　
第
１
歌
集
を
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
。

　　
短
歌
に
は
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
�

本
格
的
に
始
め
た
の
は
�
露
草
の
会
員
と
な
�

た
43
歳
か
ら
で
す
�
最
初
の
歌
集
は
�
会
員
と
な

�
て
か
ら
10
年
間
の
歌
を
ま
と
め
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
�

　
こ
れ
は
私
の
喜
寿
を
祝
�
て
�
露
草
の
仲
間

や
�
教
員
時
代
の
教
え
子
�
友
人
た
ち
が
庭
に
歌

碑
を
建
て
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
�
こ
れ
に
併

せ
て
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
�

　　
出
版
さ
れ
た
歌
集
に
は
、

　
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　　
第
１
歌
集
の
﹁
芽
生
﹂
か
ら
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峠
﹂﹁
足
跡
﹂

﹁
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流
﹂
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年
代
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作
成
す
る
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と
が
で

き
ま
し
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現
在
作
成
し
て
い
る
﹁
道
﹂
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出
版
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れ
れ

ば
�
計
画
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い
た
歌
集
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す
べ
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出
版
さ
れ
�

一
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す
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ま
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歌
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表
題
は
�
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過
ご

し
た
10
年
間
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教
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時
代
に
�
教
え
子
と
と
も
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作
�
た
５
つ
の
文
集
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同
じ
名
前
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な
�
て

い
ま
す
�
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧

に
手
作
り
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成
し
た
こ
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文
集
は
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と
子
ど
も
た
ち
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一
緒
に
歩
ん
だ
軌
跡
で
あ
り
�

今
で
も
大
切
に
保
管
し
て
い

ま
す
�私
の
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
す
�

　
大
変
お
元
気
で
す
が
、昔
は

　
大
病
を
患
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
20
歳
か
ら
伊
那
地
方
で
教

員
を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
�

30
歳
の
時
�
肺
結
核
を
患
い

ま
し
た
�
大
変
残
念
で
し
た
が
�
教
え
子
た
ち
と

別
れ
る
こ
と
に
な
�
て
し
ま
い
ま
し
た
�
当
時
�

結
核
の
特
効
薬
は
な
く
�
治
療
に
は
�
き
れ
い
な

空
気
と
静
養
と
栄
養
し
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
�
大
変
な
挫
折
感
を
味
わ
い
ま
し
た
が
�

幸
い
に
も
こ
の
療
養
期
間
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

文
学
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�
こ
れ
は

そ
の
後
の
自
分
の
人
生
に
と
�
て
�
大
変
役
に

立
ち
ま
し
た
�

　　
病
気
が
完
治
し
て
か
ら
は

　
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
。

　　
病
も
だ
い
ぶ
良
く
な
り
�
37
歳
の
時
に
は
妻

も
世
話
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�
現

在
�
妻
は
91
歳
で
元
気
で
す
が
�
こ
れ
ま
で
家

の
こ
と
畑
の
こ
と
を
す
べ
て
や
�
て
き
て
く

れ
ま
し
た
�
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
�
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
大
変
大
事
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
�
そ
の
後
�
旧
三
田
村
役
場
に
勤
め
�

退
職
後
は
教
育
長
や
芸
術
文
化
協
会
長
な
ど

も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�
こ
の
間
�

教
員
と
し
て
の
経
験
が
大
変
な
助
け
と
な
り

ま
し
た
�

　
肺
結
核
が
治
�
て
か
ら
は
�
大
き
な
病
気

に
か
か
る
こ
と
も
な
く
�
風
邪
も
ひ
か
な
く

な
り
ま
し
た
�
現
在
も
�
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ

は
な
く
�
医
者
に
も
か
か
�
て
い
ま
せ
ん
�
息

子
の
お
嫁
さ
ん
が
栄
養
士
の
資
格
が
あ
�
て
�

毎
日
�
私
の
食
事
を
作
�
て
く
れ
て
い
る
の
で
�

そ
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
�

　
こ
れ
か
ら
の
短
歌
と
の
か
か
わ
り
と

　
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
短
歌
は
自
分
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で

い
ま
す
が
�
自
然
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
�
今
で
も
簡
単
に
は

で
き
ま
せ
ん
が
�
毎
日
書
き
と
ど
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
�
ま
た
�
歌
集
と
は
別
に
�
教

員
１
年
目
ま
で
の
こ
と
を
昨
年
末
に
本
に
ま

と
め
て
い
ま
す
�
で
き
れ
ば
も
う
１
冊
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
�
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三
郷
公
民
館
　
子
育
て
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

親
子
で
癒
や
さ
れ
る
子
育
て
の
ス
ス
メ

わだい

　第１回　橋節郎賞少年少女安曇野の風景画展の

表彰式が10月８日、安曇野　橋節郎記念美術館で行

われました。

　この風景画展は、同美術館友の会が小中学生を対

象に開いた絵画教室の参加者34人の作品を審査し

たもので、最優秀の　橋節郎賞には、小学校６年生

の二見はるかさんが描いた「みんなちがってみんな

いい。」が選ばれました。

ドキドキ・ワクワクお話の世界

12月の おはなし

　もしもタイムスリップできるもの

なら、江戸の町に行ってみたい。あ

っけらかんとおめでたく生きていた

江戸人たち。でも、そこにはルール

があった。「人にしていい、気持ち

いい、してもらって気持ちいい、は

たの目にも気持ちいい」戦やいじめ

のない町にするためのもの。昔、文

章化を禁じられた「江戸しぐさ」で

したが、時を経て平成の今、本にな

りました。これなら知っている。こ

れならできる。どうして教えてくれ

なかったの？イキな一冊です。

紹介する人

宮田千春さん（穂高柏原）

おすすめの一冊

身につけよう！江戸しぐさ
越川禮子 著

芸術に親しむ きっかけに

　
三
郷
公
民
館
で
は
�
子
育
て
に
悩

む
親
の
気
持
ち
を
支
え
�
共
に
歩
み

成
長
す
る
喜
び
を
か
み
し
め
あ
う
幸

せ
な
親
子
が
い
�
ぱ
い
に
な
る
こ
と

を
願
い
�
子
育
て
セ
ミ
ナ
�
を
開
催

し
ま
す
�

　
子
育
て
に
疲
れ
た
と
き
こ
そ
﹁
本

当
の
自
分
﹂
を
取
り
戻
す
チ
�
ン
ス

で
す
�
イ
ラ
イ
ラ
を
抱
え
な
が
ら
ガ

マ
ン
ガ
マ
ン
で
毎
日
を
送
�
て
い
る

﹁
良
い
お
母
さ
ん
﹂
よ
り
﹁
幸
せ
な

お
母
さ
ん
﹂
で
い
る
方
が
�
子
ど
も

だ
�
て
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
�

　
親
子
が
癒
や
さ
れ
生
き
生
き
と
進

ん
で
い
け
る
﹁
子
育
て
の
コ
ツ
﹂
に

つ
い
て
の
講
演
の
ほ
か
�
癒
や
し
の

レ
�
ス
ン
を
親
子
一
緒
に
体
験
し
て

み
ま
し
�
う
�

■
日
時
　
12
月
７
日
︵
木
︶

午
前
10
時
�
11
時
30
分

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
講
堂

■
講
師
　
萩
原
　
光
さ
ん
︵
子
育
て

　
支
援
室
﹁
シ
�
ロ
�
ム
共
育
相
談

所
﹂
主
宰
︶

■
託
児
　
無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す

(

定
員
20
人
・
要
予
約)

�
希
望
さ

れ
る
場
合
は
�
11
月
28
日(

火)

ま

で
に
三
郷
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
�

※
お
母
さ
ん
の
横
で
静
か
に
し
て
い

ら
れ
る
お
子
さ
ん
は
�
ご
一
緒
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
�
講
演
後
の
﹁
癒

や
し
の
レ
�
ス
ン
﹂
に
は
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ

　
三
郷
公
民
館
︵
Tel
77
・
２
１
０
９
︶

　
三
郷
地
域
人
権
教
育
推
進
協
議
会

で
は
�
子
ど
も
の
人
権
を
テ
�
マ
に

し
た
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
�

　
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
�
子
ど

も
た
ち
と
ど
う
か
か
わ
�
て
い
け
ば

よ
い
の
か
�
子
ど
も
の
人
権
を
踏
ま

え
な
が
ら
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
�

ど
な
た
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
�

■
日
時
　
11
月
30
日
︵
木
︶

午
後
３
時
30
分
�
４
時
50
分

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
講
堂

■
講
師
　
父
親
研
究
所
　
所
長

住
吉
　
克
明
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　
三
郷
公
民
館︵
Tel
77
・
２
１
０
９
︶

　
三
郷
公
民
館
の
家
庭
教
育
学
級
﹁
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ
﹂
で
は
�
今
年
も
バ

ザ
�
を
開
催
し
ま
す
�
日
用
品
を
は

じ
め
�
ベ
ビ
�
用
品
や
お
も
ち
�
�

参
加
者
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
よ
る
手

芸
雑
貨
な
ど
�
多
く
の
品
物
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
�
当
日
は

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
小
銭
と
�

買
物
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
�

■
日
時
　
11
月
28
日
︵
火
︶

午
前
10
時
�
12
時

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
講
堂

■
野
菜
・
果
物
・
お
米
な
ど
を
提
供

し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
へ
　
11
月

24
日
︵
金
︶
に
三
郷
公
民
館
講
堂

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　

　
三
郷
公
民
館
︵
Tel
77
・
２
１
０
９
︶

講演会

講演会

図書館

バザー

みや��た はるち

豊科 おはなしたんぽぽ　～クリスマス会～ 
豊科公民館和室� (Tel.72-2158)


15日(金)
16:30〜


穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室� (Tel.84-0111)�


16日(土)
10:30〜(幼児対象)



　
　　


11:20〜(５歳以上対象。大人も楽しめます)



三郷 ポケットの会　～クリスマスお楽しみ会～
三郷公民館児童室�(Tel.77-2109)


９日(土)
 10:00〜(幼児・小学生対象)


堀金 おはなしのへや 
堀金図書館児童コーナー�(Tel.72-5796)


13日(水)
11:00〜(幼児対象)


20日(水)
15:30〜(小学生対象)







　　　
16:00〜(保育園児対象)

  
明科 おはなしの会 ～クリスマス会（13日）～
明科図書館おはなしコーナー�(Tel.62-1122)


６日(水)・20日(水）
11:00〜(幼児対象)


13日(水)・27日(水）
11:00〜(幼児対象)



　　　　　　　　

15:30〜(小学生対象)

【入賞者】

　　橋節郎賞　二見はるかさん（穂高有明）　教育委員会賞　勝野真由さん（穂高北穂高）

　美術館長賞　会田輝佳君（穂高有明）　　　友 の 会 賞　上野涼君（穂高有明）・長岩達也君（松本市)

三
郷
公
民
館

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
 バ
ザ
ー

子
ど
も
の
人
権
を
考
え
る

人
権
講
演
会

は
ぎ
は
ら

　
こ
う

す
み
よ
し

　
か
つ
あ
き

いくさ

前列左から　二見さん、勝野さん、会田君、上野君、長岩君

安曇野市教育委員会

��������

�������� ����

�����
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トピックス

わだい

情報をお寄せください。

　新たに疑わしい自動販売機を見掛けた
場合は、下記まで情報をお寄せください。
また、設置についての情報を見聞きした
場合もお知らせください。
　

■ 問い合わせ ■
教育委員会社会教育課 （℡ 62・3001）

　光城山から長峰山を歩く「あづみ野新発見！」

が10月９日に開かれました。このイベントは、

市体育指導委員会が、これまで知らなかった地

域の文化や自然を歩きながら発見しようと企画。

参加した70人は、晴天の秋空が広がる安曇野を

眺めながら、それぞれのペースで光城山登山口

から長峰荘までを歩きました。参加者は「場所

によって見え方が違う。これから何回も足を運

びたい」と話してくれました。

７０人が東山をウォーキング

　
成
人
向
け
の
図
書
な
ど
を
簡
単
に

手
に
入
れ
ら
れ
る
﹁
有
害
自
動
販
売

機
﹂
は
�
子
ど
も
た
ち
の
不
良
行
為

を
誘
発
・
助
長
し
�
健
全
な
育
成
を

妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
問
題
に

な
�
て
い
ま
す
�

　
長
野
県
は
47
都
道
府
県
の
中
で
唯

一
�
こ
れ
ら
自
動
販
売
機
の
設
置
を

規
制
す
る
条
例
を
定
め
ず
�
住
民
と

行
政
が
協
働
し
て
健
全
な
社
会
環
境

づ
く
り
を
行
�
て
き
ま
し
た
�
県
内

に
は
�
独
自
の
条
例
に
よ
り
規
制
し

て
い
る
自
治
体
が
２
団
体
あ
り
ま
す

が
�
安
曇
野
市
は
現
在
ま
で
条
例
を

制
定
せ
ず
�
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
な
が
ら
有
害
自
動
販
売
機
の
撤
去

を
進
め
て
き
ま
し
た
�
最
近
に
な
�

て
�
地
主
の
皆
さ
ん
な
ど
の
ご
理
解
・

ご
協
力
で
�
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い

た
有
害
自
動
販
売
機
が
８
台
︵
２
カ

所
︶
撤
去
さ
れ
ま
し
た
�

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
過
ご
せ

る
社
会
環
境
を
作
る
こ
と
は
�
大
人

や
地
域
社
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で

す
�
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
市
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
あ
れ

ば
�
有
害
自
動
販
売
機
が
な
く
な
る

日
も
遠
く
は
な
い
は
ず
で
す
�
地
域

を
あ
げ
て
�
有
害
な
自
動
販
売
機
の

撤
去
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
�
う
�

○
地
主
の
皆
さ
ん
は
ご
注
意
を

　
業
者
は
�
﹁
土
地
を
遊
ば
せ
て
い

る
よ
り
は
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て

有
効
に
利
用
し
ま
し
�
う
﹂
と
話
を

持
ち
か
け
て
き
ま
す
�
ジ
�
�
ス
な

ど
の
自
動
販
売
機
と
称
し
て
�
有
害

な
も
の
を
設
置
す
る
ケ
�
ス
が
あ
る

よ
う
で
す
�
契
約
を
結
ぶ
前
に
契
約

内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
�
う
�

○
設
置
契
約
の
際
に
注
意
す
る
こ
と

　
ま
ず
�
契
約
書
に
具
体
的
な
販
売

商
品
名
が
記
入
し
て
あ
る
か
確
認
し

ま
し
�
う
�
成
人
向
け
雑
誌
や
ビ
デ

オ
�
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
除
外
す
る
旨
の

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
�

設
置
後
に
そ
れ
ら
の
自
動
販
売
機
と

し
て
転
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
�

必
ず
﹁
何
を
売
る
販
売
機
か
﹂
を
明

記
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
�
設
置
の

際
は
立
ち
会
い
ま
し
�
う
�

　
契
約
し
て
か
ら
慌
て
て
解
約
し
よ

う
と
し
て
も
�
多
額
の
違
約
金
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
�
ま
た
�

法
的
に
撤
去
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
�

　
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
際
に
は
�

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
�

市民の力を合わせて

有害自動販売機をなくそう!!

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

市町村

東御市

塩尻市

長野市

丸子町

佐久市

安曇野市

箕輪町

上田市

辰野町

伊那市

松本市

中野市

下諏訪町

諏訪市

富士見町

長和町

須坂市

青木村

茅野市

真田町

松川村

飯島町

信濃町

生坂村

松川町

平谷村

坂城町

野沢温泉

御代田町

小諸市

県合計

台 数

４９

４５

３２

３１

２４

２３

２０

１７

１７

１２

１２

１２

１１

１０

１０

１０

８

８

６

６

５

５

４

４

４

４

３

３

２

２

３９９

設置箇所

４

３

４

３

３

４

２

３

２

２

３

３

２

２

１

１

２

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

５９

 成人向けの雑誌やビデオなど、子どもたちに悪影響を与える恐れのある商品を売る「有害自動

販売機」。現在、安曇野市内には23台が設置されています。これは県内81市町村の中で第６位に

あたり、決して少ない数字ではありません。

 子どもたちの健やかな成長のためにも、有害自動販売機をなくしましょう。

地 区

明科中川手

明科七貴

豊科南穂高

豊 科

豊科高家

穂高有明

合 計

昨年度

７

４

２

４

２

１２

３１

本年度

５

０

２

４

０

１２

２３

増 減

－２

－４

０

０

－２

０

－８

順 位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

都道府県

大阪府

東京都

北海道

静岡県

埼玉県

京都府

新潟県

長野県

栃木県

千葉県

台 数

１，４３６

７０７

６７６

４９２

４６９

４２２

４１１

４０７

３８７

３７８

市発足記念イベント「あづみ野新発見！」

県内市町村別の設置状況

有害自動販売機設置状況

都道府県別の設置状況

市内の設置状況
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Welfare

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
内
臓
脂
肪
を
減
ら
そ
う
！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

※休日当番医は変更される場合があります。当日は休日医療情報案内でご確認ください。（    �� 0120-890-423）

病
 院
 ・
 医
 院

歯
科
医

伊藤医院

62-2051[明科]

小田切医院

83-6025［穂高］

土屋クリニック

71-1811[豊科]

いさつ歯科医院

73-0648［豊科］

古川整形外科医院

82-8880[穂高]

高橋医院

82-2561［穂高］

中萱医院

77-2130[三郷]

上條歯科医院

82-2215［穂高］

追分クリニック

82-2129[穂高]

信濃内科循環器科医院

82-7722［穂高］

和田医院

72-2047［堀金］

ウチカワデンタルクリニック

62-6022［明科］

飯田医院

83-5061[穂高]

柏原クリニック

82-7222［穂高］

米倉医院

72-2354[堀金]

市川歯科医院

72-2116［豊科］

清沢医院

82-7600[穂高]

小林医院

72-2717［豊科］

安曇野形成皮ふクリニック

71-2345[豊科]

上月歯科医院

82-7530［穂高］

   

山田歯科医院

73-7575［豊科］

3○日 10○日 23○祝17○日 24○日 29○

堀金歯科医院

72-6975［堀金］

30○金 土

松村歯科医院

62-2048［明科］

山本歯科医院

72-5748［豊科］

堀内医院

82-3324[穂高]

神谷小児科医院

72-5162［豊科］

山田医院

72-3207[豊科]

31○日

　
明
科
地
域
の
潮
区
で
は
�
６
年
前
か
ら
ウ

オ
�
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
�
現
在
会

員
は
27
人
�
週
３
回
︵
月
・
水
・
金
︶
�
区

内
の
全
長
約
４
㌔
の
コ
�
ス
を
約
１
時
間
掛

け
て
�
ウ
オ
�
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
�
ま

た
�
定
期
的
に
近
く
の
明
科
保
健
セ
ン
タ
�

で
�
血
圧
・
体
重
・
体
脂
肪
率
を
測
定
し
�

そ
れ
ぞ
れ
の
値
の
推
移
の
チ
�
�
ク
を
行
う

な
ど
運
動
効
果
も
み
て
い
ま
す
�
そ
れ
ぞ
れ

違
い
は
あ
り
ま
す
が
�
測
定
値
が
改
善
ま
た

は
現
状
を
維
持
す
る
な
ど
�
正
常
値
を
保
�

て
い
ま
す
�

　
会
の
皆
さ
ん
は
�﹁
四
季
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
ら
れ
る
﹂﹁
家
庭
や
孫
�
田
ん
ぼ
や
畑
の

こ
と
な
ど
を
話
し
な
が
ら
�
歩
い
て
い
る
の

で
続
け
ら
れ
て
い
る
﹂
と
話
し
�
健
康
づ
く

り
だ
け
で
な
く
�
仲
間
作
り
の
場
に
も
な
�

て
い
ま
す
�

　
生
活
習
慣
の
改
善
を
実
行
し
�
継
続
し

て
い
く
の
は
�
自
分
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
�

分
か
�
て
は
い
る
け
ど
�
な
か
な
か
で
き

な
い
�
続
か
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
�
ま
ず
�
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
�

�
生
活
習
慣
を
変
え
よ
う
と
い
う
と
き
�

理
想
を
求
め
す
ぎ
る
と
失
敗
し
ま
す
�
自

分
の
生
活
を
急
に
大
き
く
変
え
な
く
て
よ
い
�

で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
�
う
�

＊『
や
め
る
』
よ
り

 『
新
た
に
始
め
る
』
目
標
を
立
て
る

�
︵
例
︶﹁
間
食
を
や
め
る
﹂
よ
り
も
﹁
野
菜

　
　
　
　
を
多
く
食
べ
る
よ
う
に
す
る
﹂

＊『
や
め
る
』
と
き
は

 
そ
の
行
動
を
『
別
の
行
動
に
置
き
換
え
る
』

�
︵
例
︶﹁
夜
の
間
食
を
や
め
る
﹂
と
決
め

　
　
　
　
た
ら
�
そ
の
時
間
は
﹃
ス
ト
レ

　
　
　
　
�
チ
す
る
﹄

�
健
康
づ
く
り
も
楽
し
ま
な
け
れ
ば
�
続

き
ま
せ
ん
�
無
理
を
せ
ず
�
楽
し
み
な
が

ら
実
践
し
�
心
も
体
も
健
康
に
過
ご
し
ま

し
�
う
�

　
市
の
基
本
健
康
診
査
が
終
了
し
ま
し
た
�

皆
さ
ん
�
健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　
健
診
の
異
常
値
は
�
今
の
生
活
を
見
直

す
チ
�
ン
ス
で
す
�
一
つ
一
つ
の
数
値
は
�

病
気
と
診
断
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
な
く
て
も
�

内
臓
脂
肪
型
肥
満
で
血
圧
�
血
糖
�
中
性

脂
肪
が
高
め
な
ど
�
こ
れ
ら
の
軽
い
異
常

を
併
せ
持
�
た
状
態
を
﹃
メ
タ
ボ
リ
�
ク

シ
ン
ド
ロ
�
ム
﹄
と
い
い
ま
す
�
こ
の
状

態
に
当
て
は
ま
る
人
は
心
臓
病
の
危
険
度

が
急
上
昇
し
ま
す
�

　
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
�
食
生

活
の
改
善
と
と
も
に
運
動
が
大
切
で
す
�

今
回
は
�
誰
で
も
手
軽
に
で
き
る
ウ
オ
�

キ
ン
グ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
�
ウ
オ
�

キ
ン
グ
は
�
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
１
人
で

も
で
き
る
最
も
身
近
な
運
動
で
す
�
ま
ず
は
�

日
常
生
活
で
歩
く
機
会
を
増
や
す
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
�
う
�
今
よ
り
１
�０
０
０
歩

︵
約
10
分
間
︶
多
く
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
�

慣
れ
て
き
た
ら
１
日
１
万
歩
を
目
指
し
ま

し
�
う
�

＊
日
常
生
活
で
歩
数
を
増
や
す
コ
ツ

・
歩
数
計
を
付
け
�
歩
い
た
距
離
を
記
録

　
し
ま
し
�
う

・
エ
レ
ベ
�
タ
�
�
エ
ス
カ
レ
�
タ
�
は
�

　
な
る
べ
く
使
わ
な
い
で
階
段
を
使
い
ま

　
し
�
う

・
１
駅
�１
停
留
所
分
を
歩
い
て
み
ま
し
�
う

・
家
事
を
し
な
が
ら
�
こ
ま
め
に
動
き
ま

　
し
�
う

＊
運
動
効
果
を
ア
ッ
プ
す
る
歩
き
方

�
日
常
生
活
で
歩
く
こ
と
に
慣
れ
て
き
た

ら
運
動
効
果
を
ア
�
プ
さ
せ
る
ウ
オ
�
キ

ン
グ
を
始
め
ま
し
�
う
�
下
図
の
よ
う
に

正
し
い
フ
�
�
ム
で
歩
き
�
脂
肪
を
効
率

よ
く
燃
焼
さ
せ
る
た
め
�
歩
幅
を
大
き
く
�

少
し
息
が
は
ず
む
く
ら
い
の
早
足
で
歩
く

の
が
基
本
で
す
�
30
分
以
上
の
運
動
を
週

２
回
行
う
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
�
う
�

し
か
し
�
慣
れ
な
い
人
が
急
激
に
長
時
間

歩
く
と
�
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
が
掛
か
り
�

体
調
を
崩
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
�

正しいウォーキングのフォーム 上手な靴の選び方

基本的な足の位置

・つま先にゆとりがある。
・かかとにクッションが
　ある。
・通気性がある。
・足によくフィットする。

・ほぼ直線にさっさと
　歩こう。

楽しく、話しながらウオーキングコースを歩く

目はやや遠くをみる

あごは軽く引く

腕は軽く曲げて。
前後にふると
早く歩けます。

脚はのばす

着地はかかとから

しっかり踏み出す

歩幅は
無理のない範囲で
広くする

胸を張り、
背すじをのばす

何のマークでしょう？

答えは31ページ下

事例
紹介

明
科
地
域
・
潮
区

潮
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（通常どおりの診察日）

う
し
お
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information
農
業
所
得
申
告
お
よ
び

収
支
計
算
説
明
会

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
�

冷
え
込
む
時
期
と
な
り
ま
す
�
例
年
�

12
月
か
ら
３
月
に
は
�
水
道
の
凍
結

に
よ
る
水
道
メ
�
タ
の
破
損
が
多
数

発
生
し
て
い
ま
す
�
こ
う
し
た
破
損

を
防
ぐ
た
め
�
各
家
庭
で
凍
結
防
止

の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
�

■
凍
結
防
止
対
策

　
保
温
対
策
と
し
て
�
水
道
メ
�
タ

ボ
�
ク
ス
内
に
毛
布
や
発
砲
ス
チ
ロ

�
ル
材
を
入
れ
ま
し
�
う
�
ま
た
�

露
出
配
管
部
に
は
�
凍
結
防
止
帯
や

保
温
材
を
巻
き
ま
し
�
う
�
長
期
間
�

使
用
し
な
い
と
き
は
�
水
道
の
蛇
口

を
開
け
た
ま
ま
不
凍
栓
を
閉
じ
る
な

ど
こ
ま
め
に
管
理
し
ま
し
�
う
�

※
こ
う
し
た
防
止
対
策
を
行
わ
ず
�

　
水
道
メ
�
タ
が
破
損
し
た
場
合

　
は
�
使
用
者
の
責
任
で
弁
償
し
て

　
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
上
水
道

　
係
︵
TEL
72
・
３
１
１
１
︶

厳
寒
期
の
水
道
メ
�
タ
凍
結
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
�

味
噌
加
工
リ
�
ダ
�
養
成
研
修
会

安曇野市議会
１２月定例会会期日程（予定）

　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
�
で
は
�

味
噌
加
工
シ
�
ズ
ン
を
前
に
�
研
修

セ
ン
タ
�
に
あ
る
機
器
の
適
正
な
使

用
方
法
と
正
し
い
加
工
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
に
味
噌
加
工
リ
�

ダ
�
養
成
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
�

　
こ
の
研
修
会
を
受
講
す
る
と
�
同

研
修
セ
ン
タ
�
を
利
用
し
て
�
グ
ル

�
プ
で
味
噌
加
工
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
�
︵
リ
�
ダ
�
が
グ
ル
�
プ
内

に
１
人
い
れ
ば
利
用
が
可
能
で
す
︶

■
日
時

・
１
月
29
日
︵
月
︶

　
午
後
０
時
30
分
�
４
時
30
分

ほんものの人権教育を
豊科公民館長　萩原文彦


 人権感覚を磨き、その実践を図る人権教育や

啓発活動が進められているにもかかわらず、本

質である命や人権を取り上げ、将来に生きて働

く学力や心の糧となるように教え残す教育実践

にお目にかかることは希です。たいがいその場

限りの使命感にも似た閉塞状態のなかで、スロ

ーガン的な呼びかけに終止しています。


 人権尊重を啓発する人権標語を例にして、教

育の問題を思い描いてみます。


『ダメな子と　叱るあなたがダメな親』


 かつて通勤途上で目にした標語で、半世紀も

の間ずっと掲げられています。

“良い・悪い、してよい・ダメ”等の価値判断

で、人間やものを見て・考え・対処することに

なります。言葉の調子がよく分かりやすい等の

理由で、標語が選ばれるのですが、本質的な人

権尊重のことはひとつも言っていません。子供

を叱る親の姿勢を戒めれば、教育ができるので

はないか希望的観測の域です。


 この標語から10キロほど先に、最近になっ

て別の標語も掲げられました。

　『ダメだよと　親が言わずに誰が言う』

　相変わらず目指すものがその都度違うので、

時が移り次の場所で、選者が変われば内容が正

反対でも掲げられます。結局「悪い・ダメ」と

言って、親子を否定しているのです。　


 犯罪や交通違反、不登校の子どもへの対応も

同様で、人間不在の否定や禁止の教育では、差

別や人間侵害はなくなりません。目の前の生き

ている具体的な人間に即して、“何が悪いのか、

なぜダメなのか、どう育てるのか”を問う命や

人権を守る教育の実現が求められています。

　安曇野市議会12月定例会を次のとお
り開会します。皆さんの傍聴をお待ち
しています。

■会　　期　12月４日（月）〜19日（火）

■時　　間　午前10時　開会

■場　　所　堀金総合支所内議場

■問い合わせ　議会事務局（TEL72・3106）

河
野
義
行
さ
ん
に
よ
る

人
権
啓
発
講
演
会

　
市
で
は
�
人
権
啓
発
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
�
人
権
は
�
私
た
ち
が
幸

福
な
人
生
を
送
る
上
で
�
最
も
大
切

な
権
利
で
す
�
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
�
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
�

■
日
時
　
12
月
３
日
︵
日
︶

　
　
　
　
午
後
１
時
�
︵
啓
発
品
配
布
︶

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
ホ
�
ル

■
講
師
　
河
野
義
行
さ
ん

■
演
題
　



暮
ら
し
の
中
で
人
権
を
考
え
る

　﹁
松
本
サ
リ
ン
事
件
﹂
か
ら
学
ぶ

■
問
い
合
わ
せ
　
本
庁
舎
内
総
務
部

　
人
権
尊
重
課
︵
TEL
71
・
２
０
０
０
︶

安
曇
野
女
性
フ
�
�
ラ
ム

　
安
曇
野
女
性
フ
�
�
ラ
ム
実
行
委

員
会
は
�
﹁
食
べ
る
楽
し
み
�
喜
び
を

子
供
た
ち
に
﹂
を
テ
�
マ
に
�
安
曇

野
女
性
フ
�
�
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
�

　
子
ど
も
の
食
に
つ
い
て
市
内
の
千

軒
の
家
庭
を
対
象
に
行
�
た
ア
ン
ケ

�
ト
結
果
や
食
育
の
実
践
事
例
の
報

告
が
あ
り
ま
す
�
こ
の
ほ
か
�
旬
の

具
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁
の
試
食
や
季

節
の
特
産
品
販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
�

■
日
時
　
12
月
13
日
︵
水
︶

　
　
　


午
前
９
時
30
分
�

■
場
所
　
堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
�
ナ

■
問
い
合
わ
せ
　
松
本
農
業
改
良
普

　
及
セ
ン
タ
�
︵
TEL
72
・
３
１
３
２
︶

・
１
月
30
日
︵
火
︶

　
午
前
９
時
�
午
後
４
時
30
分

・
１
月
31
日
︵
水
︶

　
午
前
９
時
�
正
午

■
場
所
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
�

■
持
ち
物
な
ど
　
作
業
が
で
き
る
服
装
・

　
室
内
用
長
靴
・
三
角
き
ん

■
対
象
　
市
内
在
住
で
�
３
日
間
受

　
講
で
き
る
人

■
料
金
　
無
料

■
申
込
方
法
　
12
月

15
日
︵
金
︶
　

　
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
�

■
そ
の
他
　
昼
食
は
�
各
自
で
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
豊
科



























　
総
合
支
所
地
域
支
援
課
ま
ち
づ
く

　
り
推
進
係
︵
TEL
72
・
３
１
１
１
︶

　　
農
業
所
得
者
の
申
告
方
法
が
�
平

成
18
年
の
農
作
物
収
穫
分
申
告
か
ら
大

き
く
変
わ
り
ま
す
�
今
ま
で
多
く
の

農
業
経
営
者
が
選
択
し
て
い
た
経
費

目
安
割
合
方
式
に
よ
る
申
告
が
廃
止

に
な
り
�
す
べ
て
の
人
が
収
支
計
算

方
式
に
よ
る
申
告
と
な
り
ま
す
�

　
市
で
は
�
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
と
Ｊ
Ａ
松

本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
協
力
で
�
経
費
目

安
割
合
方
式
で
申
告
を
し
て
い
た
農

業
経
営
者
を
対
象
に
�
﹁
農
業
所
得

申
告
お
よ
び
収
支
計
算
説
明
会
﹂
を

下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
�

最
寄
の
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
�

　
な
お
�
従
来
ま
で
の
農
業
所
得
申

告
説
明
会
は
�
自
書
申
告
の
観
点
な

ど
か
ら
今
後
は
縮
小
・
廃
止
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
承
知
い
た
だ
き
�

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
�
収
支
方

式
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ

　
豊
科
総
合
支
所
内
税
務
課
市
民
税

担
当
︵
TEL
72
・
３
１
１
１
︶
ま
た

は
各
総
合
支
所
内
　
税
務
係

昼間説明会
午後2時～午後4時

※当日は、筆記用具を持参してください。
※最寄りの会場で参加できない場合は、どの会場でも参加できます。
※会場によって座席・駐車場などが不足する場合があります。

夜間説明会
午後7時～午後9時

JAあづみ北穂高支所

JAあづみ上川手支所

三郷公民館講義室

JAあづみ西穂高支所

JAあづみ高家支所

三郷農村環境改善センター

JAあづみ小倉支所

穂高総合支所大会議室

堀金総合支所別館大会議室

豊科公民館講堂

堀金総合支所別館大会議室

JAあづみ有明支所

JAあづみ南穂高支所

明科公民館講堂

明科公民館講堂

三郷公民館講義室

穂高総合支所大会議室

堀金総合支所別館大会議室

豊科公民館講堂

明科公民館講堂

12月１日（金）

12月４日（月）

12月11日（月）

12月７日（木）

12月８日（金）

12月６日（水）
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市
で
は
�
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
�
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
�

　
そ
こ
で
�
市
民
参
加
の
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
�
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
地
域
福
祉
に
つ
い
て
知
�
て
い
た

だ
く
た
め
�
地
域
福
祉
計
画
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
�

■
日
時
　
12
月
９
日
︵
土
︶

　
　
　
　
午
後
１
時
�
3
時

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
堂

■
内
容
　
﹃
安
曇
野
市
地
域
福
祉
計
画

　
策
定
に
向
け
て
﹄

■
講
師
　
合
津
文
雄
さ
ん

　
︵
長
野
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
︶

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

　
タ
�
内
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
︵
TEL
81
・
０
７
１
６
︶

　
結
核
を
過
去
の
病
気
だ
と
思
�
て

い
ま
せ
ん
か
�
現
在
で
も
結
核
は
日
本

で
最
大
の
感
染
症
で
す
�
医
療
や
生
活

水
準
の
向
上
で
�
薬
を
飲
め
ば
完
治
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
�今
で
も
１
日

に
80
人
の
患
者
が
発
生
し
�６
人
が
命
を

落
と
し
て
い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
�

　
財
団
法
人
結
核
予
防
会
で
は
�
結
核

や
そ
の
他
の
胸
部
疾
患
を
な
く
す
た
め

の
事
業
資
金
を
集
め
る
た
め
�
複
十
字

シ
�
ル
運
動
︵
募
金
活
動
︶
を
行
�
て
い

ま
す
�
こ
の
運
動
は
�
世
界
共
通
で
�
約

百
年
の
歴
史
が
あ
り
�
募
金
媒
体
と
し

て
シ
�
ル
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
�
現
在

で
は
世
界
80
カ
国
で
シ
�
ル
が
発
行
さ

れ
�
胸
部
疾
患
予
防
の
た
め
の
募
金
活

動
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
�

　
安
曇
野
市
で
も
�
こ
の
運
動
を
支
援

し
�
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
�
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

■
募
集
期
間
　
12
月
１
日︵
金
︶�
15
日︵
金
︶

■
募
金
箱
設
置
場
所

　
各
総
合
支
所
お
よ
び
各
保
健
セ
ン
タ
�

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

　
タ
�
内
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
︵
TEL
81
・
０
７
２
６
︶

　　
松
本
広
域
消
防
局
で
は
�
救
急
車
の

到
着
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
適

切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
�
救

命
講
習
会
を
行
�
て
い
ま
す
�
12
月
に

市
内
で
行
わ
れ
る
救
命
講
習
会
は
次

の
と
お
り
で
す
�

■
普
通
救
命
講
習
会
︵
３
時
間
講
習
︶

・
日
時
　
12
月
９
日
︵
土
︶

　
　
　
　
午
前
９
時
�
正
午

・
場
所
　
明
科
公
民
館
２
階

・
定
員
　
30
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
明
科
消
防
署
︵
TEL
62
・
２
９
９
２
︶

　　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
で
は
�

イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン
で
夜
の
公
園
を

ラ
イ
ト
ア
�
プ
す
る
夜
間
開
園
を
行

い
ま
す
�
期
間
中
は
�
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
�
詳
し
く
は
公
園
管

理
セ
ン
タ
�
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
�

■
期
間
　
12
月
８
日︵
金
︶�
24
日︵
日
︶

■
夜
間
開
園
時
間

　
午
後
４
時
�
８
時

　
※
通
常
の
開
園
時
間
は
午
前
９
時
30

　
　
分
�
午
後
４
時
で
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
公
園
管
理
セ
ン
タ
�

　
　
　
　
　
　
　
︵
TEL
71
・
５
５
１
１
︶

　
平
成
18
年
９
月
の
開
発
審
査
分

　
︵
承
認
日
　
平
成
18
年
10
月
13
日
︶

■
日
本
開
發
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
２
７
５
８
�
３

・
開
発
面
積
　
８
０
７
・
１
８
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
３
区
画
の
立
地

■
㈲
本
等
山
葵
商
店
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
３
０
４
４
�
１
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
�１
９
１
・
１
２
㎡

・
目
的
　
工
場
の
立
地

■
島
新
精
工
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
北
穂
高
２
０
４
７
�
４

・
開
発
面
積
　
４
�５
０
５
・
２
０
㎡

・
目
的
　
工
場
の
立
地

■
㈱
あ
づ
み
野
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
７
３
７
８
�
５
他
３
筆

・
開
発
面
積
　
２
�９
８
６
・
６
３
㎡

・
目
的
　
工
場
の
建
て
替
え

■
中
部
電
力
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
７
４
９
４
�
１
の
内

・
開
発
面
積
　
４
�
０
１
６
・
０
０
㎡

　
の
内
４
９
・
０
０
㎡

・
目
的
　
送
電
線
鉄
塔
の
建
て
替
え

　﹁
地
上
か
ら
の
最
高
高
30
ｍ
﹂

■
㈱
あ
づ
み
野
宅
建
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
９
０
８
０
�
１
他
２
筆

・
開
発
面
積
　
１
�４
２
７
・
３
８
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
３
区
画
の
立
地

■
㈱
巴
屋
の
開
発
事
業

・
場
所
　
柏
原
２
８
２
８
�
１
７
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
�７
１
６
・
０
２
㎡

・
目
的
　
事
業
所
の
立
地
﹁
ク
リ
�
ニ

　
ン
グ
取
次
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
�
﹂

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
�

地
域
福
祉
計
画
講
演
会

結
核
予
防
・
複
十
字
シ
�
ル

募
金
協
力
の
お
願
い

救
命
講
習
会

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
イ
ベ
ン
ト

森
の
光
物
語

工事名 工事個所 請負者 請負代金
（国補・市単）豊科公共下水道　細萱西幹線第2工区管路布設工事
安曇野市豊科地域公共下水道（国補・市単 )管路布設工事
（国補・市単）豊科公共下水道　下中曽根幹線第2工区管路布設工事
（国補・市単）豊科公共下水道　真々部東幹線第1工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　上鳥羽中央幹線第1工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　吉野大樋橋南第1工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　飯田南枝線第7工区管渠工事
豊科地域汚水処理施設整備（交付金・市単 )管路布設工事
（国補 )特環公共下水道　新屋15工区工事
（国補 )特環公共下水道　新屋16工区工事
（国補・市単）穂高公共下水道　塚原2-5工区工事
林道舗装事業　北沢線舗装工事
ふるさと林道緊急整備事業　北沢線改良工事
（市単）明科公共下水道　光47工区工事
市道穂高1級13号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市道穂高2級17号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市道西穂高190号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市道西穂高174号線外　道路維持工事（上下水道舗装本復旧）
市単舗装復旧工事 市道三郷622号線外
市道堀金1級2号線 舗装工事
市道堀金1級4号線 舗装工事
（国補・市単）豊科公共下水道　小瀬幅東枝線第3工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　吉野東枝線第5工区管渠布設工事
穂高生活雑排水浄化処理場活性炭脱臭装置吸着剤交換工事
（国補 )豊科公共下水道　細萱中央幹線第1工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　上鳥羽南幹線第1工区管渠工事
（交付金 )豊科公共下水道　熊倉西幹線第1工区管渠工事
（国補・市単）豊科公共下水道　踏入北枝線第4工区管渠工事
（国補・市単）穂高公共下水道　塚原4-1工区管渠工事
市道西穂高200号線外　維持工事（上下水道舗装本復旧）

豊科南穂高
豊科　吉野東幹線第5工区
豊科高家
豊科高家
豊科
豊科
豊科高家
豊科高家　熊倉中央幹線第1工区
穂高有明
穂高有明
穂高柏原
穂高牧
穂高牧
明科光　中条
穂高有明（耳塚・新屋）
穂高有明（立足・耳塚）
穂高柏原
穂高柏原
三郷小倉南小倉
堀金烏川（倉田）
堀金烏川（中堀）
豊科田沢
豊科
穂高有明
豊科南穂高
豊科
豊科高家
豊科南穂高
穂高柏原
穂高柏原

㈱武井建設
㈱山本組
㈱ワークメイト
立商工事㈲
㈱振興建設
㈲ニッコウ
曽根原建設㈱
㈱佐原建設
㈱松澤組
㈱川上産業
㈱寿建設
㈱松澤組
有賀組
㈲竹内建設
㈱寿建設
㈱関組
㈱イトウ
㈲林屋組
富士開発㈱
宏栄産業㈱
山共建設㈱
㈲藤原興業
宏栄産業㈱
日立プラントテクノ㈱信越支店
猿田建設㈱
㈱振興建設
㈱佐原建設
㈲ニッコウ
㈱イトウ
㈱赤羽組

29,295,000
31,185,000
28,035,000
28,350,000
35,385,000
14,700,000
17,115,000
24,150,000
23,415,000
18,795,000
24,465,000
14,910,000
8,925,000
2,730,000
11,634,000
15,750,000
13,650,000
8,379,000
7,035,000
7,245,000
4,672,500
10,500,000
17,430,000
4,042,500
25,725,000
32,865,000
19,740,000
15,435,000
30,975,000
15,225,000

事業名 自己負担事　業　内　容

無

障害をお持ちの人や障害児の保護者または介護者からの相談に応じ、必要な情報の提供をしたり、日常の生活や就労の支援をします。
　実施場所　
　　松本圏域北部障害者総合支援センター　あるぷ
　　　安曇野市豊科4156-1　TEL 73-4664　FAX 73-2265
　　松本圏域南部障害者総合支援センター　Ｗｉｓｈ（ウイッシュ）
　　　松本市双葉4-8             TEL 26-1313　FAX 26-2345
　　松本市障害者自立支援センター　ぴあねっと21（ピアカウンセリング）
　　　松本市双葉4-16　　    TEL 27-7211　FAX 29-5020

コミュニケーション支援事業

日常生活用具給付等事業

移動支援事業

地域活動支援センター事業

訪問入浴サービス事業

更生訓練費給付事業

施設入所者就職支度金
給付事業

日中一時支援事業

生活サポート事業

スポーツ・レクリエーション教室開
催等事業（社会参加促進事業）

芸術・文化講座開催等事業
（社会参加促進事業）

自動車運転免許取得・
自動車改造助成事業

経過的デイサービス事業

聴覚、言語機能、音声機能などの障害のために、意思疎通を図ることに支障がある人の意思疎通を仲介する
ために、手話通訳者や要約筆記者を派遣します。 無

日常生活上の便宜を図るため、６種（介護・訓練支援用具、自立生活支援用具、在宅療養等支援用具、情報・意思疎通支援用
具、排泄管理支援用具、住宅改修）の日常生活用具を給付します。（ストマ用装具、特殊寝台、頭部保護帽、手すりの設置など）

１割負担（所得に応じ１カ
月の負担に上限があります）

屋外での移動が困難な視覚に障害がある人や常時車いす利用している人、知的障害や精神障害がある人で外出
に援助が必要な人の外出をヘルパー等が援助します。マンツーマンでの支援やグループへの支援があります。

無

通所による創作的活動や生産活動の機会の提供、社会との交流促進などを図る事業を行います。現在の共
同作業所などが移行することを想定しています。

無（一部に１割負
担の事業があります）

重度の身体障害がある人の居宅を訪問し、浴槽を部屋にいれて入浴サービスを行います。 無

就労移行支援事業又は自立訓練事業を利用している人等のうち、一定の条件を満たす人に訓練費を支給しま
す。（1人2,100円～14,800円／月）

―

入所または通所により就労移行支援事業や就労継続支援事業等を利用している人が、就職等により施設を退
所することになった場合、１人36,000円を支給します。

―

障害福祉サービス事業所や障害者支援施設等において、日中の活動の場を提供し、社会に適応するための日
常的な訓練や見守り等を行います。

1割負担（重症心身障害児・
者が医療機関で実施する事
業を利用する場合は無料）

介護給付支給決定者以外の人で、日常生活に関する支援を行わなければ、本人の生活に支障をきたすおそれ
のある障害者に対して、ホームヘルパー等を居宅に派遣し、生活支援や家事援助を行います。 １ 割負担

スポーツ・レクリエーション活動を通じて、障害がある人の体力増強や交流を図り、また障害者スポーツを普及
するための、各種スポーツ・レクリエーション教室や障害者スポーツ大会の開催を支援します。

無

障害がある人の芸術・文化活動を振興するため、作品展や音楽会など芸術・文化活動の発表の場を設け、
創作意欲を助長するための環境の整備や必要な支援を行います。

無

障害のある人が自立のために自動車運転免許を取得したり、自動車を改造する場合、100,000円を限度として
費用の一部を助成します。

無

H18年 10月に新制度へ移行することが困難な障害者デイサービス事業所が、新制度へ移行するまでの間、
継続して障害者デイサービスを提供します。(平成19年3月まで)

１割負担

相談支援事業

障害者自立支援法施行に伴う

安曇野市の地域生活支援事業
　10月１日に本格的に施行された障害者自立支援法では、障害があっても自立し、安心した生活が過ごせるように、
地域の特性や利用者の状況に応じて、市町村が地域生活支援事業として、柔軟に障害福祉サービスを提供することに
なりました。
　市では、今までのサービスが低下することがないよう、また必要なサービスが十分に受けられるように下記の事業
を行います。また、本来費用の１割は、自己負担していただく制度ですが、障害者が生活する上で欠かせないものや、
重度の場合は複数のサービスを組み合わせて使うため、負担が増大することから、なるべく少ない負担でご利用でき
るように配慮しました。各サービスの利用申請などは、お気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　健康福祉部社会福祉課障害福祉係（TEL
81・0724　FAX
81・0703）および各総合支所福祉係

（単位：円）入札契約結果（平成18年9月分）

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

 燦メンタルクラブ(城西病院内）（主に精神障害）
　松本市城西1-9-2　　   TEL 39-4624　FAX 39-4625
あいあい（四賀アイアイ内）（主に知的障害）
　松本市刈谷原町759-1  TEL 64-1161　FAX 64-4400



★豊科中央児童館
TEL.72-0122

■休館日／日曜・祝日

 　絵本・紙しばい　 　  ４・11・18日（月） 11:00～11:30

 　折り紙あそび   　 １日（金） 11:00～11:30

 　紙で作るクリスマスリース作り　 15日（金） 11:00～11:30

…乳幼児対象の催し物です。

 子育てに関する相談については、右頁をご覧ください。

いっしょにあそぼう

　 お年寄りの知恵袋 おもちつき    ２日（土） 10：00～12:00

　 よちよちらんどクリスマス会 ※ 有料  ６日（水） 10:30～11:30

　 とんとんらんどリース作り    ７日（木） 10:30～11:30

　 お年寄りの知恵袋 しめなわ作り   16日（土） 10：00～12:00

　 とんとんらんど壁飾り作り    19日（火） 10:30～11:30

　 子育て雑談会(山下勝工先生)　 12・26日（火） 11:00～12：00

　 

★高家児童館 TEL.72-5685
■休館日／日曜・祝日

　　乳幼児の救急法     ５日（火）　 10:00～11:00

　　クリスマス会     19日（火）　 10:30～11:30

★穂高西部児童館 TEL.82-2527
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館「にこにこランド」 TEL.71-5150
■休館日／日曜・祝日

　 よちよちらんどクリスマス会 ※ 有料  ６日（水） 10:30～

　 ママキッズビクス     ７日（木） 10:30～11:15

　 子どもサークルＢ 一輪車・手芸     ９日（土） 14:00～15:00

児童館の予定

★穂高中央児童館 TEL.82-2940
■休館日／日曜・祝日

   親子もちつき大会    　９日（土) 10:00～12:00

   　　　〃    　　 　　 〃 13:00～15:00

   読み聞かせ    毎週水曜日 11:00～11:20

24ページ
福祉マーククイズ ：答え：

障害者のための
国際シンボルマーク

障害をもつ人々が利用できる建築物や

施設などを示す世界共通のシンボルマー

クです。車いすの人だけでなく、全ての

障害者を対象としています。

通常の休館日と合わせ

年末年始は市内すべての児童館が

休館になりますのでご了承ください。

このコーナーに登場していただける、３歳までのお子さんを募集して

います。【問い合わせ】まちづくり推進課広報広聴係　Tel.71-2000

Ｅメール info@city.azumino.nagano.jp

物語

　「従藍而青」（青は藍よ

りいでて、藍より青し）と

いう言葉があります。この

言葉が表すように、親を超

えて立派に、たくましく成

長してほしいです。

（ママ・法子さん）

しょう

健康に関する

相談・体操

育児相談・サロン　６日(水)・20日(水)
　10:00～12:00
　　南穂高児童館(Tel71-5150)

18日（月）　　９:30～11:00
　　堀金保健センター(Tel73-5770)

13日(水）　　９:30～11:00
　　豊科保健センター(Tel72-9970)

21日（木）　　９:30～11:00
　　穂高保健センター(Tel81-0711)

12日（火）　　９:30～11:00
　　三郷保健センター(Tel77-9111)

８日（金）　　９:30～11:00
　　明科総合福祉センター(Tel81-2941)

５日（火）　　10:00～12:00
　　高家児童館(Tel72-5685)

10日（日） 　 13:00～16:00
    穂高地域福祉センター(Tel82-2940)

17日（日）　  13:00～16:00
    三郷福祉センター(Tel77-8080)

７日（木）  　13:30～15:30
　　三郷総合支所健康福祉課(Tel77-3111)

21日（木）　  13:30～15:30
　　三郷福祉センター(Tel77-8080)　　

11日（月）・ 25日（月）  　13:00～16:00
　堀金老人福祉センター(Tel73-5288)

14日（木）・ 28日（木）  　13:00～16:00
　三郷福祉センター(Tel77-8080)

12日（火）・ 26日（火）  　13:00～16:00
　穂高地域福祉センター(Tel82-2940)

８日(金)・ 22日（金）  　13:00～16:00
　明科総合福祉センター(Tel62-2429)

13日（水）・ 27日（水）  　13:00～16:00　
　豊科ささえあいセンター「にじ」 (Tel72-3013)

20日（水） 　 ９:30～11:30
　　豊科保健センター(Tel72-9970)　

18日（月） 　 ９:30～11:30
　　三郷保健センター(Tel77-9111)　

６日（水） 　 ９:30～11:30
　　穂高保健センター(Tel81-0711)　

20日（水） 　 ９:30～11:30
　　堀金保健センター(Tel73-5770)　

※管理栄養士による相談です。　

平日　　８:30～17:00　
　　健康福祉部児童保育児童係(Tel81-0727)
※事前にお電話の上、お出かけください。

13日（水）・27日（水） 　 ９:30～16:00
　豊科公民館   松本社会保険事務所(Tel32-5821)

５日(火)・12日(火)・19日(火)

　９:00～15:00　   豊科公民館(Tel72-2158)
※幼児期の子育て（個別相談）

※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談）  

子育て相談(助産師)　11日（月）
　９:30～12:00
　　穂高西部児童館(Tel82-2527)

子育て相談(小川原容子相談員)　８日（金）
　10:30～12:00
　　豊科中央児童館(Tel72-0122)

１日(金)・15日(金)　　９:30～11:30
13日（水）・20日（水）　　13:30～15:30
　三郷保健センター・三郷公民館
　三郷保健センター(Tel77-9111)
※保健師と運動実践指導者による健康体操相談

健康に関する相談は、各保健センターでも随時受け
付けています。

母
乳
・
育
児
相
談

そ
の
他

毎週月･水･木・金曜日（29日を除く）
　９:00～16:00
  市教育相談室（豊科公民館内）(Tel72-2238:直通)

※保健師・助産師・管理栄養士が応じます。

※母乳相談は　　　 

南穂高児童館は、育児相談のみです。（相談者は山下勝
工(まさのり)先生)事前に連絡をいただければ、上記
以外の日も相談できます。

★

★

★

★

★

※  印は行政相談を同時開催

　心配ごと相談･･･上記へ

　行政相談･･･総務部総務課(Tel71-2000)

★

５日(火)　 三郷公民館
６日（水) 　穂高会館
７日(木)　 豊科公民館
　10:00～15:00 　法務局松本支局（Tel32-2571)

人権相談所

…場所 …問い合わせ …時間

各種相談

子ども
母子家庭
女性の相談

子育てに
関する
相談

結婚相談

年金相談

介護相談

　　クリスマス会　      22日（金）　 10:30～11:30

　　しめなわ作り　      25日（月） 　10:30～11:30

★穂高北部児童館 TEL.83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

     ０～１歳児 　　 ２～３歳児

 運動あそび  　 １日（金） 　　11月30日（木）

 クリスマスリース作り   ８日（金）   ７日（木）

 ケーキ作り  　 15日（金）   14日（木）

 お楽しみ会     22日（金）   21日（木）

ひまわりっ子クラブ

★明科児童館
TEL.62-2482

■休館日／日曜・祝日

10:00～12:00

 　けん玉クラブ     　 ２日（土） 14:30～15:00

 　おもちつき・とん汁会 　 ９日（土） 10:00～12:00

 　絵心教室 (講師:近藤佐智子先生) 　 12日（火） 15:00～16:00

 　クリスマス会  　 16日（土） 13:30～16:00

12月29日（金）～１月３日（水）は

市内すべての児童館がお休みします。

12日（火）　※グループ学習・親の会　

　14:00～16:00　   豊科公民館(Tel72-2158)

６日（水）・13日（水）・20日（水）
　15:00～17:00 
　穂高勤労者福祉センター
　教育委員会学校教育課(Tel62-0133)

毎週火曜日　　９:00～12:00
毎週木曜日（28日を除く）　　14：00～17：00
　　三郷公民館(Tel77-2109)

毎週月･金曜日（29日を除く）　　10:00～16:00
  　堀金公民館(Tel72-5796)

毎週火曜日　　９:00～16:00
  　明科総合支所(Tel62-3177)

２日（土）･９日（土）･16日（土）

　９:00～15:00　   豊科公民館(Tel72-2158)
※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談） 

にらんじゅう

栄養相談

教育相談

心配ごと相談
(行政相談)
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特
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古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の

十
四

今月の色

葡萄色
Budou‐Iro

2006. 11. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,247人（+51）

48,075人（+26）

51,172人（+25）

35,614世帯（+64）

印刷経費1部　28円

T M ＳＫ

次回発行・・・ お知らせ版 12月7日（木）

やや赤みがかかった薄紫。

「えびいろ」とも読む。

「えび」は「ぶどう」の古名。

たわわに実る秋

 
安
曇
野
の
秋
は
、リ
ン
ゴ・ブ
ド
ウ
な
ど

が
熟
す
実
り
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
。写

真
は「
善
光
寺
」と
い
う
品
種
の
ブ
ド
ウ
。

赤
紫
半
透
明
の
実
が
太
陽
に
照
ら
さ
れ
、

見
事
に
熟
し
て
い
ま
す
。収
穫
後
、ワ
イ

ン
会
社
に
運
ば
れ
、白
ワ
イ
ン
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。さ
ら
に
手
間
が
か
け

ら
れ
、大
人
の
飲
み
物
に
姿
を
変
え
ま
す
。

― 形を変えて大人になります ―


